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要  旨 
 

兵庫県神戸市北区のため池に設置した自動撮影カメラで，淡水性二枚貝のドブガイ類を捕食するアライグマが撮影さ

れた．また，同調査地でアライグマに捕食されたと思われるドブガイ類の貝殻を採集した．アライグマがドブガイ類を捕食し

ているのであれば，ドブガイ類を産卵床として利用する在来タナゴ亜科魚類の減少をより加速させる可能性が考えられる．

今後はドブガイ類を含むイシガイ科貝類の捕食者として，既知のヌートリアに加えアライグマも注視していく必要がある． 
 
キーワード： アライグマ，イシガイ科貝類，自動撮影カメラ，ため池． 

 
 

（2024 年 9 月 26 日受付，2024 年 10 月 25 日受理，2025 年 1 月 31 日発行） 

 
 

はじめに 
 
アライグマ（Procyon lotor Linnaeus, 1758）は北米原産の中

型哺乳類である．1970年代に放映されたテレビアニメの影響に

より飼育目的で輸入されたが，その後，飼育管理不備や飼い

主により放逐され，日本での野生化に繋がったとされている（阿

部 2011）．環境省の調査では，2007 年から 2017 年にかけて，

分布域が約 2.8 倍に拡大したとされている（環境省自然環境

局生物多様性センター 2018）．本種は，特定外来生物による

生態系や農林水産業等への被害を防止することを目的とした

特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法

律（外来生物法）により，2005 年に特定外来生物に指定された． 
2023 年 10 月に兵庫県神戸市北区大沢町内のため池にお

いて，設置した自動撮影カメラにアライグマが淡水性二枚貝で

あるドブガイ類を採食する映像が撮影された．また，映像が撮

影された地点では，アライグマによって採食されたと思われるド

ブガイ類の貝殻を発見した．本稿では，確認された映像と残さ

れた貝殻の特徴について報告する． 

方  法 
 
調査地とした神戸市北区大沢町は，面積約 13.5km2 のなか

に平均約 581m2（最小：11m2―最大：10,890m2）のため池が

634 個点在している．本稿で扱う動画を記録した地点は，2023
年10月4日から自動撮影カメラを設置し，論文執筆時点(2024
年 9 月 26 日)まで設置を続けている．動画を確認した期間は，

2023 年 10 月 5 日から 10 月 19 日までの 15 日間である． 
自動撮影カメラは Browning Spec Ops Elite HP4（Browning

社，米国）を用いた．地上面から約 30cm に固定し，画角内に水

面と陸地が半分ずつ収まるように設置した．水面の反射などに

よって，自動撮影カメラの記録メモリーや電池の過剰な消費を

避けるため，赤外線センサーの検知範囲内に動物が進入した

際に，10 秒間の動画を撮影し，1 分間撮影を休止する設定と

した．本研究では哺乳類を含め誘引する餌等は使用しなかっ

た．毎月 2 回程度，SD カードの交換を行い，必要に応じて電池

の交換を行った． 
映像記録によってアライグマによる採食が確認されたため，
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3) 兵庫県森林動物研究センター 〒669-3842 兵庫県丹波市青垣町沢野 940 
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10 月 19 日に回収したドブガイ類の貝殻のサイズや傷はノギス

を用いて 0.1mm の精度で測定した．サイズは殻長・殻高，傷は

小孔である．小孔は最大値を測定した． 
 
 

結果・考察 
 
調査期間内におけるアライグマの 1 日あたりの撮影回数は

約 0.8 回であった．アライグマ以外で撮影された哺乳類はネズ

ミ類のみであった．自動撮影カメラによって確認された動画は

YouTube 上に掲載し（https://youtu.be/0YwsoywmPL8），本稿で

は動画から切り出した静止画を図 1 に示す．図 1 の A 及び B
は，2023 年 10 月 15 日の午前 5 時 1 分に撮影された．映像に

はドブガイ類を口に咥えたままため池から陸に上がるアライグマ

が映っていた．図 1 の C から F は，10 月 15 日の午前 5 時 12
分に撮影された．映像前半ではドブガイ類を咥え，かみ砕こうと

するアライグマが映っていた．後半ではドブガイ類をかみ砕くこ

とを中断し，ドブガイ類を前肢で持つアライグマが映っていた

（図 1 の E 及び F）．その後，10 月 19 日までの間にアライグマ

は 4回撮影されたが，ドブガイ類を咥えるアライグマは撮影され

ていない． 
自動撮影カメラの画角内に残されていた貝殻を図２に示す．

貝殻は，2023 年 10 月 20 日に発見し回収した．貝殻のサイズ

は，殻長 75.5mm，殻高 46.2mm であった．殻表面に小孔が確

認され，その直径は 1.4mm であった（図 2B）．貝類の回収日で

ある 10 月 20 日までの間に，ドブガイ類を咥えるアライグマが撮

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1  ドブガイ類を捕食するアライグマ．A, B) ドブガイ類を口に咥えたままため池から陸に上がるアライグマ（B は A の赤枠を拡大した画像）．C, 
D) ドブガイ類を咥え，かみ砕こうとするアライグマ（D は C の赤枠を拡大した画像）．E, F) ドブガイ類を手に持つアライグマ（F は E の赤枠を拡大した画

像）．赤い矢印はドブガイ類を示す．抜き出した静止画の元データは，動画データベース YouTube から閲覧できる（https://youtu.be/0YwsoywmPL8）． 
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影されていない．このことから，回収した貝殻は 10 月 15 日の午

前 5 時 12 分にアライグマによって捕食されかけていたドブガイ

類が，カメラのインターバルの間に捕食されたものと考えられる．

残された貝殻の特徴として，小孔が挙げられる．近年，ヌートリ

ア（Myocastor coypus Molina, 1782）によるドブガイ類を含むイ

シガイ科貝類の捕食が報告されている（森 2002, 中野ほか 
2011, 久米ほか 2012, 石田ほか 2015）．特に森（2002）や久

米ほか（2012）はヌートリアによるものと思われる特徴的な貝殻

の痕跡を掲載しているが，本調査地で発見した貝殻のような小

孔は見られない．国外ではアライグマによるイシガイ科貝類の

採食実験が行われており（Vanacker 2010），貝殻に小孔が空い

ている点で，本調査地で採集されたものと類似している．

Vanacker（2010）は，貝殻の小孔はアライグマの歯によって空け

られたものと説明しており，本調査地で発見した貝殻の小孔も

同様に，殻を割ろうとした際にアライグマの歯によって空いた可

能性がある． 
本稿によって，国内におけるアライグマによるドブガイ類の捕

食が明らかとなった．ドブガイ類を含むイシガイ科貝類は，タナ

ゴ亜科魚類に産卵床として利用されることが知られている（稲

留・山本 2008）．各移入地域でヌートリアだけでなく，アライグ

マもイシガイ科貝類を捕食しているのであれば，生息地におけ

る在来タナゴ亜科魚類の繁殖を妨げ，直接的な要因ではない

が，間接的に在来タナゴ亜科魚類の減少をより加速させるだろ

う．今後はイシガイ科貝類の捕食者として，ヌートリア及びアライ

グマの両種を注視していく必要がある． 
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図 2  調査地で採集したドブガイ類の貝殻（B は A の赤枠を拡大した画像）．赤い矢印は小孔を示す． 
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